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福井大学（責任者：早稲田優子） 

虎の門病院（責任者：宮本篤）  

伊勢赤十字病院（責任者：伊藤有平） 

九州大学病院（責任者：濱田直樹）  

国際医療福祉大学（責任者：荒川伸人） 

神戸市立医療センター 西市民病院（責任者：富岡洋海） 

杏林大学（責任者：石井晴之） 

東京医科歯科大学病院（責任者：高澤聖子） 

浜松医科大学（責任者：堀池安意） 

埼玉医科大学（責任者：四宮俊） 

研究代表者 
主任施設： 信州大学医学部附属病院 呼吸器・感染症アレルギー内科

研究責任者： 山本 洋 

問い合わせ先 
氏名：山本 洋 信州大学医学部内科学第一教室 准教授  

電話： 0263-37-2631 

 

既存の検体や診療記録、検査結果を研究、調査、集計しますので、新たな診察や検査、

検体の採取の必要はありません。 

 

患者様を直接特定できる個人情報を削除した上で提供された試料・情報等を利用します。 

研究成果は今後の医学の発展に役立つように学会や学術雑誌などで発表しますが、

その際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。 

 

この研究にご自分やご家族の診療記録等を利用することをご了解いただけない場合、ま

たご不明な点については、上記問い合わせ先までご連絡くださいますようお願いいたしま

す。 

研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることはありません。ただし、

同意取り消しの申し出をいただいたとき、すでに研究成果が論文などで公表されていた場

合や、試料や情報が匿名化されて個人が全く特定できない場合などには、結果を廃棄で

きないこともあり、引き続き使わせていただくことがあります。 


